
システム」。本番稼働1か月前までに3言
語でのマニュアル作りや各地への説明
会、さらに全拠点のエンドユーザーが操作
に慣れるためのトライアルを完了していた
ことで、「予想以上に円滑なスタートをきる
ことができました」と福井氏は評価します。
　導入後は、サービスやエリアごとに異
なっていた業務フローが標準化され、取
り引き状況の透明性が確保されたほか、
全取り引き関与者がWeb上でリアルタイ
ムに状況確認できる環境が整備されまし
た。ペーパーレス化による検収済のデジ
タル請求情報に置き換わったことで、郵
送コストの削減とリードタイムの短縮、手
作業による請求ミス
や不備の低減と
いった数々の効果
が出ています。
　グローバル人材
育成プログラムに参
加中に日本で本プ
ロジェクトの立ち上
げに携わり、中国拠
点との調整役も担
当したKDDI広州 
総務財務部  課長
補佐の趙 珍珍氏も

「システム活用により取り引きデータの授
受がリアルタイムに見える化され、案件
処理や入金処理のスピードが高まりまし
た」と喜びます。
　「今後はユーザーインタフェースや機
能をさらに改善しながら、拠点間取引の
拡大につなげていくことが目標です。日
立さんには継続的な機能強化やサービ
ス拡張の提案をお願いしたいと思いま
す」と語る竹之内氏。その期待に応える
ため、これからも日立はグローバル事業の
積極展開を進めるKDDIのビジネスを、
幅広いサービスとソリューションによって
力強く支援していきます。

　auブランドの携帯通信サービスで知ら
れるKDDI株式会社（以下、KDDI）は、
2016年度より「お客さま体験価値を提供
するビジネスへの変革」を旗印に、通信
企業から「ライフデザイン企業」への変
革をめざした挑戦を開始しました。具体
的には、国内通信事業の持続的成長、
au経済圏の最大化、グローバル事業の
積極展開を3本柱に、お客さまの幅広い
ライフステージに対応した多様な商品・
サービスを提供しています。
　なかでもグローバル事業では、世界中
のお客さまに高品質な通信サービスを提
供するため、28地域・63都市に114もの
拠点（2016年9月30日現在）を展開して
おり、多様な国・地域の社員約5,700名
が、日々お客さまのグローバルビジネスを
サポートしています。
　2016年7月、これらのグローバル拠点
に導入されたのが、日立のTWX-21 
Web-EDI Globalサービスを基盤とした
「取引実績管理システム」です。その導
入の経緯を、プロジェクトの企画発案者
である経営管理本部 グループ事業

管理部マネージャーの竹之内 祥紀氏は
「KDDIでは本社と海外子会社との間で
日々多くの取り引きが行われています。
例えば日本のお客さまが海外拠点にイン
トラネットなどを敷設される場合、KDDI
の本社が一括受注し、海外子会社にSI
業務や機器設置、ネットワーク回線の運
用委託などを手配します。従来、こうした
取り引きはサービスや拠点ごとに業務フ
ローが異なっていたうえ、紙ベースでの
管理が多く、取引実績の確認に多大な
労力と時間がかかっていました。そこで
IFRS（国際財務報告基準）の導入と歩
調を合わせ、海外子会社の連結決算を
本社と統一するため、決算業務改善に
貢献するグローバル標準の取引実績管
理システムを導入しようと考えたのです」
と説明します。

　KDDIは新システムの要件として、「全
拠点での業務フローの標準化」「一つの
データベースによる取り引きの見える化」
「業務効率化による社内工数の削減」を
掲げたRFP（提案依頼書）を策定。手を

挙げた複数ベンダーの中から日立をパー
トナーに選定しました。
　「海外子会社との取引実績管理のた
め、システムには24時間稼働、高セキュ
リティ、外貨・多言語対応、グローバルな
ヘルプデスクが必要でした。当初はオン
プレミスでの運用も考えましたが、24時
間稼働には多大なコストが必要となるた
め、クラウド活用がベストだと考えました。
日立さんのサービスはこれらの要件をす
べて満たしており、海外実績が豊富な点
もポイントになりました。また、われわれは
情報システム部門ではないので、技術的
なアドバイスや各拠点への導入もトータ
ルにサポートしてもらえる手厚さも大きな
安心材料だと判断しました」と竹之内氏
は語ります。
　日立のTWX-21 Web-EDI Global
サービスは、インターネットを利用したEDI
データによる見積もり・受発注・検収・請
求・支払いなどの業務を、Web環境で容
易に利用できるサービスです。お客さま
の業務内容に合わせて機能やメニュー
を柔軟にカスタマイズできるため、業務の
標準化による精度向上やリードタイム短
縮、業務の効率化を強力に支援します。

　日立側担当者は竹之内氏らと北京、シ
ンガポール、ニューヨークなどの主要拠点
に渡航し、現地スタッフから直に業務内
容のヒアリングや、キーパーソンとの共同
推進体制を構築する一方で、国内主管
部署とも綿密な打ち合わせを行い、要求
機能の整理や適切な業務フローの策定
などを精力的に支援。徹底したスケ
ジュール管理とプロジェクトマネジメント体
制を用意し、限られた期間内でカスタマ
イズ環境の構築を進めていきました。
　「ある課題に対して、システム的にどの
ような解決法があるのか尋ねると、日立さ
んは必ず複数パターンのソリューションを
提案してくれて、常に最適な選択ができ
るのがうれしかったですね。プロジェクト
管理も非常に緻密で、次に何をやるべき
かを明確に意識しながら進められた点が
助かりました」と語るのは、プロジェクト管
理と社内関係部署との調整役を務めた
経営管理本部 グループ事業管理部グ
ループリーダーの福井 靖彦氏です。
　海外子会社でのヒアリングや、英語の
業務フローマニュアル作成を担当した
経営管理本部 グループ事業管理部の
喜多 和音氏も「システム構築に関わるス
キルのない私たちを、日立さんは国内外で
全面的に支えてくれました。困ったことが
あればいつでも的確なアドバイスを提供し
てもらえたので、安心してプロジェクトを進
めることができました」と笑顔を見せます。

　業務の二重化を避けるため、全世界同
時リリースをめざしていた「取引実績管理

お問い合わせ先

■ 情報提供サイト
　 http://www.hitachi.co.jp/cloud/service/twx-21-EDIGlobal/
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